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本稿のねらい１
本稿のねらいは，高齢女性が行為者となることが多い点で，ジェンダーを潜ませていると捉え得る三つ
の習俗行為である「墓参り」「お供え」「蔭膳」を，以下の二点において考察することにある。本稿では，
まず，上述の三つの習俗行為の関係‘性を照射し，次に鹿児島県枕崎市を中心とした現地調査や聞き取り調
査を中心に「墓参り」の変容に光を当て，「墓参り」を通して死者を「祁る」ことの意味を考察する。「お
供え」「蔭膳｣'については，拙稿（佐々木2012）で一部扱っているため，本稿では，「墓参り」に力点を置
き考察する。その意義は次の点にある。第一に，「墓参りは女のつとめ」との言葉が複数の女‘性調査協力
者から聞かれ，「墓参り」はジェンダーに関わる習俗行為の代表格と捉え得るからである。第二に，「墓参
り」は，葬られている死者ではなく，生者と死者の関係′性や生者およびその地域社会を映し出すがために，
社会学的視点からみて貴重な語り部になりうると考えるからである。
問題意識の原点は，首都圏から引っ越してきた者なら誰しもが抱くであろう，鹿児島の盛りだくさんな
墓花を目の当たりにした時の素朴な驚きや疑問にある。首都圏の墓地（霊園）では，彼岸やお盆など特別
の日を除いて，墓に花が飾られることはないといえよう（図l参照)。こうした殺風景な墓地風景を見なれ
＊本学福祉社会学部教授
ｌ「かげぜん」の表記は．民俗学辞典では「蔭」を当てているものが多いため．本稿でもこの字を使用する。先行研究（関1941，
柳田1962，桜井1963，大越1979．加藤2001など）においては，「蔭膳」「影膳」「陰膳」「カケゼン」など表記が混在している。ち
なみに柳川圃男は「影」の字に込められた思いを多様に説明している（柳田１９６２：447)。先行研究の詳細は，佐々木（2012）と
の飛複を避け本稿では省略する。
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た者にとって，鹿児島では自明視されている墓花を裟華に飾る「墓参り」
は驚きとともに，次のような疑問も生じよう。すなわち，「どうしてこ
れほどまでに大量な花を飾るのか」「なぜこの行為者が高齢の女性であ
ることが多いのか」「これだけの花を飾ることの身体的・経済的・時間
的負担は，行為者の高齢化に伴い看過しえない問題をはらんでいるので
はないか」「墓花を飾ることが先祖を大切にすることと解釈される限り．
この行為を停止することは困難をきわめるのではないか」など疑問が尽
きない。
鹿児島県南薩の旧山川町（現指宿市）での共同墓地調査を実施した
福ケ迫（2010）は高齢化が進み，経済的，身体的などの複合的理I|:Iか
ら．墓花を活けることを当然視する共同墓地から花を活けないことを条
件にした共同納骨堂へ移行した事例を考察している。この共同墓地の現1十〈I－し/=六11'｣;1:''１'何塁へ杉1丁し/こ部.1yUと壱余しＬいわ･、一(ﾉﾉ夫1,｣垂地(ﾉﾉ塊図１墓花のない首都圏の墓地
地調査（2012年秋）を筆者も行ったが，かつては見事な墓花を見るため
観光バスまで停まるほどであったと記されている共同墓地２（福ヶ迫2010:37）に見たのは，豪華に花が飾
られた墓と，改葬のため墓石がなくなり草が茂った跡地「ここにはお骨がありません」「ここはもはやお
墓ではありません」とのメッセージを送るべく機倒しにされた墓石（塔倒し)3などが混在する風景であっ
た。井上（2001,2003）は，人に1移動と家族の変容を視野に入れ，高度経済成長期の若者の大都市への大
量流出に伴い，親子別居率の商い鹿児島県旧大浦町（現南さつま市）で墓祭祁の変容を探るための調査を
実施している。土葬から共同納骨堂へと移行したものの，転居者が負担することになっていた墓の使用料
などの支払いも滞るなど墓地綱M1もままならず，他方では流出先の生活圏で墓を建てる者が出ることで，
旧大浦町の墓の継承の断絶が可視化している問題が記されている。
枕崎市では今も高齢女性がよじ登るように急坂を花持参で「墓参り」しており，その墓花の風景はかつ
て「花合戦」と報道された状況を坊俳とさせる。だが，地縁の薄い大規模な市営墓地では，造花の多いこ
と枯れた花が放置されていること．改葬されたらしく墓石がなくなり周I〃lに草が茂って荒廃していること
などを|~1にした。
死は人称を潜伏させ，通常我々は「三人称の死」に心痛めず平然と幕らしている。だが，墓の継承が困
難となり無縁化し荒廃していく風景を目にすると，改めて自分にとっての親しい「二人称の死者」という
垣根を下げる心性を形成できないものかと考えさせられる。自分にとっての親しい死者のみが死者ではな
く，他者であっても「彼岸の人々」として共同意識で手を合せることが可能な心性を形成できるのであれ
ば，身体的・経済的要因といった外的なものに突き動かされ屋内の納骨堂などに改葬せざるをえなくなっ
たとしても，この変化を受容できることになるのではないかとの思いがよぎる。市営などの大規模墓地の
みならず，地域の共同墓地でも継承者がなく墓の無縁化や屋内納骨堂への改葬による墓石撤去後の墓の荒
廃が現実に起きている。本稿では，ジェンダーが潜んでいる三つの習俗行為の関係を鳥倣的に捉えながら
も，変容していく習俗の有り様を考えたい。鐙終的には，自分にとっての親しい「二人称の死者」という
垣根を越えていく方向を探り．「共同とは何か」「死者とは誰か」との根源的な問いの一端を問いなおした
２松尾（１９９０：２１）でも墓地めぐりが鹿児島の観光コースに組み込まれているとある。
３大分県姫島では50年忌にホトケはカミになる「弔いあげ」として，石塔を倒す行那があると紹介されている（民俗染研究所編
１９７０：１０１９，新谷・関沢2005：294．渡辺2010：７７など)。１１１村・市場他（1979：228)．墓地墓石研究会編（１９８１：80-81）でも．
他県の事例が紹介されている。山川町史でも「三十三年忌から五十五年忌にかけて．死蒋の霊は木の葉に乗って昇天し，個人と
しての霊を脱して『祖霊ｊという洗浄な熊に耐まる」とある（山川町編2000：957)。また鹿児島県の肝屈の例として三十三年忌
は木をたて．死群の霊は天に昇るので墓は倒してよいとIidされている（村田，1975,214)。いずれも家墓でなく個人墓を前提と
した記述と解せよう。
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２三つの習俗行為の関係性：断絶と連続
食されることがないとわかっていながら食を不在者に用意する不合理をはらむ「お供え」や「蔭膳」が
今'１もなお僻まれている現状に錨み，これらの州谷行為が内在させている意味の考察を，拙椛（佐々木
2012）では試み，この二つの習俗行為を不在者との「擬制的共食行為」と捉え，両者の揺らぎを考察した。
戦争との関連でいえば無事な生還を願う呪法として「蔭膳」が位置づけられ，その行為者の大半は母や
姿の位置にある女性といえよう。だが，その呪法が実らず死肴としてその家人が帰還した場合は，「蔭膳」
は「お供え」に移行することになる。
「墓参り」「お供え」「蔭膳」はジェンダーを潜めた習俗である点を共右しながら，その行為の占める空
|川の公私や対象の生死などで差異化される。こうした視点から三者の関係を図式化したものが，図2であ
る。「墓参り」と「お供え」はその対象が死者であり，死着を記憶し続ける装置として機能している点を
共有している。だが．「お供え」はプライベートな空間で行われるのに対し，「墓参り」はパブリックな空
間で行われるため，後粁については他者の視線が注がれている事を意識しないではいられまい。
生群に関わる領域
公共間の稗俗行為
家庭内
隆鵬
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３なぜ枕'11奇市に着目するのか
図２「蔭膳」「お供え」「墓参り」３つの習俗行為の関連性
閉鎖空間の親密間から他背の眼差しにさらされる公共圏へ向けてお供えの外部化としての墓参り
生還の呪法がかなわず死背として州巡した場合（』|ｆに職時など)．ｉ脚鵬はお供えへと転化
↑→??
枕崎市は「薩摩半島の南端に位磁し，東は南九州市知覧町，北は南九州市川辺町，西は南さつま市に接
し，南は黒潮流れる東シナ海に面し，その形状はほぼ五角形である｣。総人口は2万3千人．１世帯あたりの
人数は227人で年々 減少し続けている（枕崎市細2011：１，５)。筆者が行った「お供え」「蔭勝」の全国訓
杏4では．調在協力者75"I中女性が80％以上を117めている。枕111奇市の調査協力者１１名に絞ると全員が女性
－４１－
４「蕊参り」のI洲在では枕''1"Iljの現地洲炎にＩｌｉｌ行して１，.さった枕崎市在化のlIllII癖久枝さんに地域の’''１i報等いろいろと教えて頂い
た。また指術市lll川町にお勤めで山川町にＩ洋しい高111裕・.『･さんには御本人のみならず知人を通じて様々 な情報を御教示頂き．と
Ｉ)わけこのお二人には溌砿なお話をうかがう機会を与えて頂き感謝申し上げたい。「お供え」「蔭膳」の調在については．次の方々
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で，しかも90歳以上の方々も含まれており，戦争体験者の比率が他地域より高い。また，枕崎市に限定す
ると平均年齢は72歳と全体の平均年齢より１０歳以上も高い。このように，戦争や漁業にまつわる習俗など
を実体験として語りうる調査協力者が枕崎市には多いため，三つの習俗行為の考察にとって貴重な知見を
得ることができたように思う。
３．１漁業の町としての歴史
第一に，枕崎市に着目するのは，漁業5を生業としてきたゆえに生命の危険と背中合わせで，縁起かつ
ぎの心性が強く，ジェンダーに関わる習俗行為が多様に存在しているからである。帆船時代のカツオ漁の
餌はキビナゴという小魚であり，死なせないための海水の入れ替え6が大変な重労働なうえ，帆船には屋
しけ
根がないため，「時化の日，雨の日の航海が大変だった。めいめいが，合羽（カッパ）を頭から被り，波
のしぶき，雨水を防いだ。（略）しゃがんだままで，一眠りもできなかったのである。なお，食事のでき
あかり
ない日は，ざらだった。帰港のとき，遠見番の灯が見えると涙ぐむ者もいた」（枕Ⅲ奇市誌編さん委員会編
１９９０：609）とある。枕崎市は「台風銀座」ともいわれ，カツオ漁船が受けた台風被害で最大級のものが
１８９５（明治28）年の黒島流れ7である。枕崎の漁民だけでも411人もが亡くなっている。1900年代後半（明
治40年代）に入ると，帆船から動力船へ移行することで，漁船が大型化し航海は以前より安全になり，出
漁と生命の危険との連結が薄らぐものの，家人が無事に帰りつくまで，「事故はないか」「病気になってい
ないか」など心配にこと欠かないであろう。漁業にまつわる縁起かつぎの習俗の多さは，人事ではいかん
ともしがたい自然を相手にする生業ゆえと理解できよう。
また，ジェンダー 絡みの呪法的習俗も多く存在してきた。例えば，「女‘性は船に乗ることは，もちろん，
見送りさえもなかった。そして，漁の道具も“縁起が悪い'，と言って女には触れさせなかった」といった
女性を忌避する習俗が紹介されている（枕崎市誌編さん委員会編１９９０：605，若林1998：５０など)。とこ
ろが，御神体を船に入れる宗教的儀礼では，逆に女性が尊ばれる民俗も並存している。船大工は12才以下
の初潮をみない女子（船頭の孫娘に頼むこともあり）に御神体をつくってもらうのである（林2011：５８，
若林1998:49など)。時代が下り合理的思考が支配的になっても，呪法絡みの「蔭膳」は消滅することなく，
昔ほどではないにしても今も生き続けている。
3.2戦争の記憶
第二に，枕崎市に着目するのは，戦争の記憶と連結する地として位置づけられるからである。「蔭膳」は，
戦地にいる夫や息子の無事な生還を祈願する戦時の「流行習俗」（柳田１９６２：445，桜井１９６３：１６など）
ともいわれ，戦争との関わりが強い。
枕崎市は鹿児島県内に集中している特攻基地の中で，とりわけ知覧と万世に近い。先の戦争で枕崎の市
街地の大半が焦土と化し「街は全滅に瀕した」と言われるほどで「全国屈指の戦災都市」とされている（枕
崎市誌編さん委員会編1990:277,283)。大本営が本土決戦を決定したのは1945（昭和20）年１月だが,「敵
にお世話になった。石川貴智さん，鵜木史代さん，奥恵子さん，上吹越麻美さん，仮屋淳子さん，坂本和子さん，坂本加奈子さん，
佐野正彦さん，柴木れいかさん，四蔵幸夫さん，前田理恵さん，牧島知子さん．宮地あゆみざん，山崎喜久枝さん（表記はあい
うえお順とする)。ここに記すことで．謝辞にかえさせて頂く。
５明治から大正期にかけて．枕崎における漁業が占める産業別人口の割合は25％～21％で，農業の次に位置づけられていた。
１９７５（昭和50）年には１０％以上を占めていた漁業が（枕崎市誌編さん委員会編１９９０：88-89)，最新のデー タでは．すでに2％を
切っている（枕崎市編2011：１７)。
６明治末期に動力化によって，イケスの自然換水が可能となり，またキビナゴより日持ちのするイワシへの活餌転換によって，
この重労働から解放される（若林1998：４６)。
７多くの死者をだした「黒烏流れ」を題材に，「当時の生存者達が民謡として作り今も古老達によって伝承されている」（ＮＨＫ鹿
児島放送局編１９８３：152)。
－４２－
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の上陸侵攻地点として，九州では鹿児島県の志布志湾・吹上浜・枕崎海岸・宮崎県の海浜地帯が重要地点」
(枕崎市誌編さん委員会編１９９０：279）にあげられていた。本土決戦を控えての米軍の上陸拠点として，
枕崎海岸が位置づけられていたことからも，戦争の記憶が色濃く残っていても不思議でない地と捉えられ
よう。この連合軍による南九州上陸作戦（暗号名オリンピック）については，南日本新聞（2012（平成
24）年８月１３日）が地図付きで詳細に報じている。
アジア太平洋戦争の敗戦から，７０年近い歳月が流れようとしている今日でも，戦災の激しさを体験して
いる枕崎市の高齢の方々の戦争の記憶は鮮明さが際立っている。戦地での食糧不足が容易に想像できたで
あろう８．だからこそ，戦地にいる夫や息子に「せめて」との思いで，「陰膳」を必死に供えた人もいたで
あろう。熱いご飯に蓋をすれば湯気がつくのは自明だが，湯気がつけば無事でいてくれるといった占いの
機能を「蔭膳」は担っていた。不合理とは言え，こうした呪法によって生きていることの確証を得たいと
願った当時の人々の心情が，習俗行為から看取される。しかし，家人が死者として帰還する可能性をはら
んでいた戦時．「蔭膳」から「お供え」への移行も起こりえたのは言うまでもない。
3.3墓花をめぐる「花合戦」
第三に枕崎市の墓花の見事さは1980年代の段階ですでに地元紙でも報じられており（南日本新聞1982
(昭和57）年７月７日など)，墓花を豪華に飾ってきた地域として枕崎を位置づけうるからである。こうした
見事な花を供える行為が戦後のいつ頃から始まったかは定かではないが，枕崎市の地域共同墓地では「花
合戦」「花競争」という呼び名が現在も違和感なく感じられるところもある。公共圏とは世間体を気にせ
ざるをえない空間である。枕崎市で耳にしたことだが，たとえばご近所さんからご近所さんへの「花が枯
れていたからとり換えておいたよ」との言葉は，単なる親切心からというより，時には「墓地の管理が悪
いよ」「生花をきちんと活けよ」との叱責をも含むとの話に，本音と建前の使い分けが看取される。枕崎
市は花弁栽培の盛んな地であり，旧山川町と並び｢花合戦」の中心的存在に位置づけられるため，「墓参り」
の考察に適する地といえよう。
４「お供え」「蔭膳」の調査の概要と考察
4.1調査の概要
この調査は，「お供え」や「蔭膳」をしている人，あるいはしたことがある人を調査協力者に選定し，
基本的には調査票を用いての調査であるが，部分的に直接聞き取りも実施している。調査の詳細について
は拙稿（佐々木2012）に譲り，本稿では，枕崎市に居住している調査協力者の回答のみを取り上げ，「お
供え」「蔭膳」という二つの習俗行為に込められている意味を考察する。
４２枕崎市の調査協力者の回答から見えてくる「お供え」「蔭膳」の意味
本稿の末尾に掲載している資料中の数字は，以下のものと合致する。
①日常的習慣的行為～毎日定期的に行う習慣化した行為で，家庭によりパターン化し，例えば一番に
ご飯をお供えするとか，水とお茶を組み合わせるなど。
②不在者の好物を供える行為～記述は「蔭膳」より「お供え」の方が多い。留守の家族の好物を用意
したり，亡き人が好きだったものを供えたりする。
③不在の対象への声かけ・会話～あたかもそこにいる人のごとくに扱って，声をかける。死者であっ
８藤原（2001）が．日本軍の戦没者の多くが「名番の職死」ではなく餓死であったことを明らかにしておl)．兵姑調達を現地任
せにした１１本砿の食栂難の凄まじさが記述されている。
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ても「ちゃんと食べたか」などと聞いてみたりする。
④「蔭膳」を非科学的と批判する視点～戦時中に嫁の立場から姑のしている「蔭膳」を非合理で非科
学的と指摘したコメントは極めて印象深い。
⑤共食空間の創出～時には自分と同様な食事一式を用意して共に食する行為◎対象が死者であれ生者
であれ不在な対象と文字通り食を共にする行為である。
⑥嫁ぎ先の先祖への義理的行為～嫁の視点からは嫁ぎ先の先祖は見ず知らずの人々で，「嫁のつとめ」
として「お供え」をやらされているとの意識が看取される。
⑦「お供えの蔭膳化」～死者を対象とする「お供え」は通常仏壇の中やそばに置かれるはずが，自分
たちの食卓に移動させ，あたかも「蔭膳」として共食する行為。死者を生者として扱う意味で，此岸
と彼岸の越境ともいえる行為である。
⑧食物を供えることの芋む愛情表現～最も顕著な例は戦時における「蔭膳」であろう。戦地における
食の不足を知り，心をこめて食を供える。
⑨親から子へ見よう見まねで学習される行為～子どもは親がしている「お供え」や「蔭膳」を見て学
習して育つ。教育という潜在的機能が読み取れる。
⑩感謝や自分自身を振り返る時間～静かに相手を思い手を合わせる時間をもつことによって，いつし
か自分を省みて心静かに振り返る時間となっている。
⑪漁業関係者と「蔭膳」の関係の深さ～「蔭膳」は圧倒的に漁業と関連している家での記述が目立つ。
漁に出た家人の無事を祈願する意味合いが込められている。
５墓参り
5.1枕崎市に散在する地域の共同墓地の実態
筆者は鹿児島県枕崎市での現地調査によって，平坦な地にある市営墓地とは異なり，小高い丘または小
山ともいいうる急坂を登らねば辿り着けない地に小規模な地域の共同墓地が散在していることを知った
(図3～図7参照)。筆者の知る限りでは，行為者は圧倒的に高齢女性が占めている9。ただ，豪華な墓花が飾
られる「墓参り」を「鹿児島の伝統」として捉えるのには，慎重であらねばならないであろう。というの
は，盛りだくさんな花を墓へ飾るようになったのは戦後のことであり，枕崎においても地域差はあろうが
５０．６０年ほど前には柴のようなものを飾っていたにすぎないことを耳にしたからである'0。
5.2墓花の簡素化へのシフト
大量の花束を抱えて高齢女性がほぼ毎日のように墓地へと向かい，墓を磨き周辺の掃除をし，花を活け
お線香をあげる。これだけの行為がどれだけの労力と時間を要するか，想像をはるかに超えるであろう。
指宿市山川町に縁の深い高田裕子氏のお話では，花は無造作に活けられているのではなく，芯になる花を
真中に立てる形で活け，上から段々にしてまとめていくとのことで，さらに「一人前になるのに三年か
かった」との話を80代の女‘性からうかがったとのことである。「墓参り」の行為者の高齢化に伴い，こう
した労力を少しでも減らす方策が模索されるのは当然な成り行きであろう。鹿児島の夏の暑さでは生花は
持たない。花活けの水が熱湯と化すのは時間の問題であろう。晩夏から秋にかけて枕崎市を中心に南薩地
９松尾ほか（1993）が鹿児島県で実施した１００名の調査でも女性が9割を占め，年齢は60歳代が35％，５０歳代が26％，７０歳以上が
１９％とある（松尾ほか'993：404-405)。
１０鹿児島県旧山川町（現指宿市）でも戦前は山から採ってきた柴や野菊など飾っていたが，戦後の換金作物としての花栽培の開
始の時期と墓花を飾る時期との重なりが指摘されている（福ケ迫2010：３９)。また．１９７８（昭和53）年頃，鹿児島県甑島では「墓
地の花筒に挿してあるのはすべて常緑広葉樹の枝であり，これを島の人々はハナと称し」ている（中村・市場他１９７９：331)。
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１１松尼（1990）は，１年間にわたり鹿児脇市内唐湊墓地にて活けられた蕊花を分析している。色ものと緑ものに分類している｡
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図3～図５枕崎市内の典型的な地域共同墓地に至る坂道
州､ｌ１な忽坂を上りつめないと墓地には篭らない。今日でも，尚齢者にはかなり労力を要する坂である。かつては舗装もされず．手
すりすらなかったとのこと。墓地にたどり藩<のに大変な労力を要したであろうことが想像される。
浜
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図６．図７枕崎市の地域共同墓地に至る坂道をのぼりつめると開けてくる墓地風景
鹿児｜島では見なれた難地風紫が坂をのぼりつめると開けてくる。みごとにどの墓にも生花が飾られている。造花も部分的に使われ
ているが，生花中心である。夏には尚齢女性のなかには'肌夕２回も通って墓花の水換えをする人もいるとのこと。花が挿されていな
い湛地は見当たらず．「花合戦」があたかも現在進行形のようにも思われる
方から鹿児島市の現地調査をした際以下の方策が墓地に見られた。
第一に．生花には暑さに弱く枯れやすいものを避け．枝莱ものや実物のみ，あるいはそれらを重点的に
使川する方向へのシフトである（|Xl8参照)。また，亜熱帯や熱帯性の植物の活用も見られる（図9参照)。
鹿)Ｍｊの墓花は基本的に二つの部分から構成される'１．一つは枝葉ものや実もの，いま一つは花である。
前粁を重点的に飾る選択により緑を保つ工夫がなされている。
第二に，造花へのシフトである。枕崎市で訪れた複数の地域の小規模な共同墓地では造花が少なめに使
われ生花が主役ではあったが．大規模な枕崎Ili営墓地や指術.l1jllI川町や鹿児島市の共同墓地では造花の使
川が想像以上に多かった。だが，造花だから「悪かろう，安かろう」というのは偏見のようである。ある
共同墓地で高齢女性と会話する機会を得たが．墓花として柿されていたひまわりが全く本物に見え，造花
と喬われるまで縦将は気づかなかった。１本370円もしたとのことである。兄た目にいかにも造花とわかる
ものもあるが，つぼみがついていたり花のうなだれ加減など生花と見間違えるものもある。図9の墓花は
背餓が枝葉ものの生花で。前蛾は造花が大半を占め，見事に飾りつけられている。また造花のイメージか
らかけ離れているが，石造りの花（剛0参照）も複数の墓地で見かけた。
この二つの花活けに1本ずつ柿された赤横色の花が「美人熊」（ビジンショウ）と呼ばれる熱帯性の植物で，枕崎市の市営共同墓地
では多くの墓地で活けられていた。熱帯性のため暑さに強く、夏花として広く活剛されている。
図１０石造りの造花
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震一
図１１－つだけ花活け使用図１２多様な墓花の実態 （図１１参照）など，花活けの数を
減らす方向へとシフトしている。
図１２は多様な蕊花の有り様を示している。向かって右は全て造花真中は枯れている，左は造花と生花が
混在している。
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5.3共同墓地の荒廃の実態
「花合戦」「花競争」という言葉が連想させる墓花は，世間体や見栄と無関係とは言い切れまい。墓花は
｢先祖を大事にしている証し」とみなされるが故に，「花合戦」から脱落することには「勇気」がいよう。
なぜなら墓花を活けるのを止めることは．先祖をないがしろにするとの賂印を捺されかねないからであ
る。先祖に手を合わせ一時でも思いを馳せる「美しい」行為が，嫁と呼ばれる女性に配分されてきたこと
を考えると．実は個人的情愛とは異なるイエ意識の具現化ともいえよう。だが，こうしたイエ意識も家族
の変容に連なって変化が指摘されている（井上2003)。枕崎市の大規模な市営墓地のみならず他市の共同
墓地でも，ところどころ草が生い茂り，納骨堂に移されたためか墓石が横倒しにされていたりと墓地の荒
廃した風景を日にする（図１３～図18参照)。
鹿児島県の場合，第一に墓地と家との距離が接近していて地域の共同墓地が多いこと，第二に花弁栽培
が盛んで'2花の値段が安かったり，あるいは庭などで小菊を栽培するスペースのある家があるなど，墓に
生花を飾る行為を促進する要因があると想定される。だが，「なぜこれほどまでに大掛かりに墓に花を飾
るのか」との問いに十全な答えを導き出すには,こうした形での「墓参り」がいつ頃，何をきっかけに始
まったのかを調べあげねばならないであろう。今後の課題としたい。
___一』.
１２農林水産特「花き生産出荷統計（平成22年)」や九州農政局生産経営流通部「九州の花きの概況」によると．墓花として利用さ
れるスプレー 菊の市場占有爺は鹿児島県は全国2位，輪菊は4位である（hltp://www､maffgojp/j/tokei/kouhyou/hana-seisan-lO／
pdf7hanakicontents-lO・pdf）（http://www、aIrgojp/kyusyu/seiryuu/hana/pdf/kyushu-gaikyo22pdf#search)。
第三に飾る花の並を減らす方
向へのシフトである。従来墓石の
両サイドに二つの花活けがあるの
が一般的であるが。巌初から中央
に一つにしているもの，二つのう
ち一つのみを使用しているもの
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ジェンダーを潜めた習俗「墓参り」「お供え」「蔭鵬」：鹿児島県枕崎Iljを中心に
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大規模な公営の共同墓地に限らず地域の小規棋な共同墓地の「共同」とは。同じ敷地に個人墓（家墓）
が共に在ることであって，’11じ祖先を共に肥る空間であることを意味しない。そのため，共同墓地での「墓
参り」は，Iilじ敷地に共にあることに''1米するルールを守る限り，親補催lでの「お供え」同様，各自のや
り方が許されてよいはずである。資料が提示しているように「お供え」のあり方は多様であり，思い思い
の仕方で死者を記憶し，彼岸での死将の安寧を祈っている。ところが，「お供え」と同様の心性を伴うは
ずの「墓参り」が公共間でなさるとiIl1i-的な「花合戦」と呼ばれるような様相を1,,Lせることもある。そ
の理111として次のようなものが考えられよう。
第一に．花を美しく供えることは，死者なり祖先を大切にするとの思いの発露としての行為である場合
も想定されるが，地縁の強い地域では，花を豪錐に供えることが，死若なり祖先を大切にしていると外部
に示すものとしての効果ゆえとも考えられよう。だがそれは袈返えせぱ．花を豪華に飾らないことが死
６「二人称の死者」から「共同」へ
??
図１４
雄の横倒しされているものが左側に兇られ
る。これについては，納骨堂に移されお墓
ではなくなったもの．継承者がなく無縁化
してしまったものもあろう。もはやお墓で
はないとのメッセージを墓澗の横倒し（塔
倒し）が語っている
図１５
立派な屋根をつけたお堂つきの墓地なが
ら．のぞいてみると墓石がないものもあ
る。手前は墓；(iを移動されたもの，奥の二
つは蕊ｲ:iが横倒しになり，もはやここにお
’'１．がないことを綴っている。ク農き地と化し
た墓地には低い'Y[木が茂り荒廃した印象を
‘受ける。
図１３
懲ｲiが取り除かれ改葬されたのではと思わ
れる。台座のみが残され，お骨はないもの
と考えられる。周囲には草が生え風化した
時川が感じられる。曜花が活けられている
蕊がある一方で，こうした墓の．機能を終わ
らせたものも共存している。
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図 1６図１７ 図１８
枯れた花が放侭され腐っていたりドライブ薙ｲ｢の状態から蕊が建てられてからかなり難ｲTが倒れ割れたままに放祇されている。
ラワーのようになっていたり，蝋地の機能の年１１がたっていることがわかる。文字迎倒れたままの蕊ｲiの漢字に戒"Iの字が読み
は一部に残っているものの，墓が放股状態りの「風化」の状態であり，押された花は取れる。墓石の側に立てられていたである
である。共同墓地の「共同性」は洲え失せ造花で，変色し時間の経過を忍ばせる。こう遮碑らしきものも．地面に倒れたまま
た感がする。墓が今も生きていると思えるの蕊の付近では美しい墓花が活けられてもで，相当の時間が過ぎていることが感じら
部分と腿がもはや死んでいると思われる部いるA聾もある。この鯉の周州はI‘,‘〔が茂り放れる。この共liil.唯地は、荒廃が進みながら
分とが共存している．股された状態である。も今もって墓にﾉk花や造花が活けられてい
るものもある。
図１３～図１８枕崎市と指宿市山川町の共同墓地の風景
地域総合研究館40巻第２号(2()13年）
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図１９１日山川町の36軒分の共同納骨堂
各納骨堂には花柄けがなく，仏像の前にのみ造花が飾られてい
る。１８個の納骨堂が2列あり合計で36！肝分となっている。地域
共同墓地の一画に．花が一切飾られていないこの納骨堂がある。
図２０鹿児島市営納骨堂
小さな仏城の形で．すべて造花が飾られている。．ﾄﾞの開き戸に
お骨を納める形で統一されている。すべて埋まって空きがない。
管理人が常駐している。
新なり祖先を大切しないと他渚から非難の眼差しにさらされることでもありうる。「墓参り」の行為者･は，
嫁であることが多く，祭祁の主宰者である一家の主ではない。それ故に，花を豪華に供える「基参り」が
いかに身体的・時間的・経済的に負担を伴っても，その大変さが家族内の問題として受け止められず．「墓
参り」の簡素化へ向けて促進させる力になりえないのではなかろうか。こうして，地縁の強い地域の共同
墓地では，いつしか「共」に「Ｍ」じく花を豪華に飾らなければならないとの「共同」墓地へと変容して
行く場合もありえよう。このような変容がもたらす姪桔から逃れる道はいくつか考えられる。
一つは．地縁を断ち切るため届‘住地を移し新たな居住地で墓地を求めるか，居住地はそのままに納骨
堂へと移しかえる道である。こうした事例が増えていけば地域の共同墓地の荒廃は促進されることにな
る。いま一つは，地縁の強い地域のなかで「共」に「同」じでなければならないとの規範を，生花を飾ら
ないことで実現する道である。福ケ迫(2010)が言及している地域の共同墓地から共|可納骨堂への移行は，
地縁の強い地域のなかで共同墓地に生花を豪華に飾らない等の共通の選択をすることは困難ではあろう
が，不可能ではないことを示している事例といえよう（図19参照)。
鹿児島市のある屋内市営納骨堂では一切生花がなく，造花で統一され小さな仏域が並んでいる（図20参
照)。空も見えない風さえ感じられない屋根つきのこの納骨堂を訪れての筆考の鋪一印象は，「みんな仲良
く暮らしている」といった不思議なほど素朴なものであった。この体験から語りうるのは，自分にとって
かけがいのない「二人称の死者」に向けて，死後世界においても幸せでいて欲しいとの願いは，特定な死
者へ向けての祈りでありながら，その先に響き渡る可能性がありうるのではとの思いである。彼岸が不可
視であるとは，「二人称の死背」を抱きしめ「私はあなたを忘れない」と語りかけることだけに終止せず，
同じように彼岸にいる多様な死蒋を死者として受容する心性に連結する可能性をも意味しているのではな
かろうか。こう考えると．共同墓地は「二人称の死者」が眠るところでありながら，同時に多様な死者も
眠るところでもあり‘「二人称の死者」のみならず間接的ながら多様な死者にも祈りをささげるという意
味で，「共同」なのだとの心性を生じせしめる可能性を芋んでいるかもしれない。であるなら，塾の後継
者がいないなど深刻な事態を抱え|氷l難であることは否定できないものの，共同墓地の荒廃を緩める方策へ
向かう可能性も模索できるかもしれない。
７結語：枕崎の向かう先
枕崎市の共liil墓地は著しい樹齢化'3の中で．どのような方向に今後向かうのであろうか。常に見返りを
ｌ３枕崎市の現在の一枇帯平均は2.25人で１９５０（昭和25）年の4.61人とは隔11tの感がある。また老年人11指数（老年人１１＝65歳以上
を．生産年齢人１１＝15～64歳でわって１００をかけたもの）は．全阿平均361に対し、鹿児島県44.3．枕崎.Iliは561であり，枕崎市に
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期待して行為するほど人間は単純とも即物的とはいえまいが，「せっせとこんな高齢になるまで墓に通い，
先祖のために墓花を供え続けたこの私の死後，いったい誰が今度は私の墓守をしてくれるのだろうか」と
の自問に答えを見いだせないことへの漠とした不安が現実的なものとなってきていよう。また「子どもに
墓の面倒をかけたくない」との思いも聞かれ、矛盾した心情が垣間見られる。枕崎市在住の山崎喜久枝氏
は以下のように，その実態を語られている。
共同墓地から他者が管理する納骨堂への流れは急速で，移すことが出来た人の安堵を聞いたことがあ
ります。「これでもう，いつ死んでもいい。本当に良かった」と，何回，何十回聞いたことかわかり
ません。花を買い，水を取替え，飾り付ける行為はみんなの情報交換の場でもあったのですが，それ
がなくなり「あいたらん」（寂しい，虚しい）という声も聞きます。本音で愚痴るのもたくさん聞き
ます。墓花を飾る行為を外面では誇りにしながらも「花代も馬鹿にならないから・・・」，「夏は朝夕
水換えで仕事も出来ず大変・・・」など，墓で人に会うと「大変だよね－」が挨拶です。
また，枕崎市同様に花合戦の地とされた指宿市山川町にお勤めで山川に詳しい高田裕子氏も，以下のよ
うに花を活けることについてコメントされている。
花代は相当な負担で，芯となるまっすぐな花は，やはり購入しないとうまくいけることができなかっ
たそうです。花代かせぎにパートにでるとも聞いています。実際，「○○の嫁は花活けの上手な良い
嫁だ」とか「花を枯らさず感心だ」との評価がついてまわり，逆に，墓をきれいにしないと「バチが
あたる」とか「栄えない」等の悪口も言われ‘とても「墓参りは止めたい」などとは言えなかったと
思います。
墳墓の所有権は‘慣習に従って祖先の祭祁を主宰すべき者がこれを承継する（民法897条）と規定されて
いるが，祖先祭祁の主宰者たるべき一家の主としての男性が「墓参り」では不可視化し，高齢であっても
嫁の位置にある女‘性がこの行為者となっているケースが多いと捉えられる。世間の眼差しにさらされ墓花
を飾る行為が祖先を大事にしていることの指標となっている限り，共同墓地の共同‘性は時には井戸端会議
の空間になる可能性もありながら，同時に地域の監視機能を潜在化させている空間ともなりえよう。そこ
では「共同」とはいうもののそれぞれの家墓が独立した空間を占有し，垣根が存在している。それに対し，
市営納骨堂にみる生花を活けない狭い空間は，死者の共同性をより濃密に表出させている空間にも思われ
る。
墓の継承問題が深刻さを増している今日，納骨堂への潮流が強まるものと思われる。だが，この潮流は
共同墓地の荒廃に連結する可能性をも伴う。市営墓地によっては行政がタテ看板をたて墓地の無縁化を防
止するため，期限までに申し出ない場合は墓地を改造し新たな活用へ向けて動き出している（南日本新聞
２００９．０７．１５，２０１１．１２．０４など)。枕崎市営墓地使用条例１４条では，「使用者の属する家が廃家又は絶家
になったとき」「使用者が住所不明となって１０年を経過したとき」墓地の使用権は消滅するとある。各地
の共同墓地では「共同」といいながら，生きている墓と死んでいる墓とが共存している奇異な風景を目の
当たりにし，「共同」の意味を問いかけざるをえない。自分にとって親しい「二人称の死者」への濃厚な
思いを持ちつつも，彼岸にいる人々をも共同意識で捉えうるとき，無意識のうちに「共同」の意味の深い
位相に接近し始めているのでないのか。私にとっての「二人称の死者」だけが死者ではないというあまり
おける尚齢者の占める比率の高さが淑著である（枕崎市編2011：５．１４)。
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にも当たり前なことを了解することで，「共にあること」の意味を問い始めることにもなろう。死者を「彼
岸の人々」と眼差す時，私にとっての「二人称の死者」以外を排除する心′性とは異なる心性が生まれてく
るのかもしれない。共同墓地とは，自分にとって親しい死者と共に，そうでない死者も同じく眠る場所で
あり，「二人称の死者」への濃密な祈りのかなたにいる多くの死者にもその祈りが届いてしまう可能性に
｢共同」の意味が潜んではいまいか。そう気づいたとき，共同墓地の荒廃の放置を阻止しようとの心′性も，
また生まれるように思われる。
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ジェンダーを潜めた習硲「墓参り」「お供え」「蔭膳」：鹿児島県枕崎市を中心に
<資料〉鹿児島県枕崎市の調査結果からの抜粋
枕崎の１１事例のうち紙幅の関係で6事例を提示する。
（｢いない」「知らない」などの回答は紙幅の関係で，その欄を削除している｡）
1．
女‘性
91歳
Ｙさん
2．
女性
68歳
Ｙさん
お供えは定期的か
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
親類・友人でお供えや蔭膳
をしている人を知っている
か。いるとしたらどんな風
にしているか
民俗学の陰膳の定義を示し
た上で，蔭膳について知っ
ている事はあるか，ないか
故人や先祖へのお供え行為
を不合理と考える人もいる
が，自分自身の考えは
お供えは定期的か
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
故人や先祖へのお供え行為
を不合理と考える人もいる
が，自分自身の考えは
①定期的（毎日）朝はご飯とお茶，お茶は一番茶を入れ，ご飯は炊いた時
に初盛りを。不定期（②珍しい頂き物，自作の初物，お菓子，果物など自
分で食べる前に供える，正月には餅，盆には煮しめ）
故人（義父母，夫）と先祖
仏壇の中・時々仏壇のそば
お茶・ご飯・お菓子・その他（餅，煮しめ，初物，頂き物は必ず仏前に，
珍しい物）
①習慣的（儀礼的）その他（③いつもは何もできずにごめんなさい。せめ
て・・・という思いでことわりながら供えているのと，⑩感謝の気持ち，
地球上にいかしてもらっていることに）
いる。すでに故人となった義母が，息子（語り手にとっての夫）の戦争出
征中に毎日蔭膳をしていた。④ごはんが汗をかくと息子が戦地で苦労して
いる証拠だとよくいっていた。温かいごはんに蓋をすれば汗をかくのは当
たり前なのに・・・と思ってながめていたが
④義母のする蔭膳をみて科学的ではないと思っていた。戦争がすんで負け
た時，神の国だから勝つといっていたのに「だまされた」という思いが強
くなり，④ますます非科学的なことと思うようになった。何も信じられな
くなった。やっていた人を知っている。夫が戦地にいる間中，義母がやっ
ていた（私はしなかった)。⑤自分たちの食事と同じものを一人前作って並
べ 一緒に食事をする感じだった。
⑥この家に結婚してきたので先祖（先祖の人は名前も顔も知らない）とい
うより，夫へのお供えが中心である。このアンケートであらためて考えて
みると，⑩御先祖があって今があると思える。墓参りにも行けなくなって
すまないという思いがあることに気づいた。
①毎日定期的（朝一番に最初のもの)，毎日ではないが定期的（ごはんをた
いた時には，ご飯を必ず供える）
故人（父）
心の問題なので，⑦仏壇へ行くこともあるが食卓に置くことが多い
お茶・ご飯・故人の好物・お菓子など
①習慣的（儀礼的）その他（亡き父への供養）
⑦故人は向こうの世界で生きているという思いからの行為だと思う。あち
らでも元気でいるように，こちらの世界と心を通わせていたいなど，生き
ている時と同じように考えたいのだと思う。それほど家族愛が深かったの
ではないか。③現在ほど食が豊富ではなかった時代の最大の愛情表現の－
つが飲食だったのではないかと思う。
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3．
女‘性
56歳
Ｓさん
4．
女性
92歳
Ｏさん
夫は漁
携長
お供えは定期的か
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
親類・友人でお供えや蔭膳
をしている人を知っている
か。いるとしたらどんな風
にしているか
民俗学の陰膳の定義を示し
た上で，蔭膳について知っ
ている事はあるか
故人や先祖へのお供え行為
を不合理と考える人もいる
が，自分自身の考えは
お供えは定期的か
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
民俗学の陰膳の定義を示し
た上で，蔭膳について知っ
ている事はあるか，ないか
自分は蔭膳をやったことが
あるか否か，また現在も
やっているか
定期的（毎日）もらったものは必ず③「お客さんからもらったよ」と言っ
て供える。①それ以外は毎日ごはん一合炊いて（晩に）供える。余ったご
飯は冷凍にして，お茶は朝，果物は必ず最低４つ以上（左右対称に）一週
間に１回，夏場は週２回供える。
故人と先祖・祖父母・父母・きょうだい・その他（母方の祖父母も）
仏壇のそばに置く（花坪の横）仏壇が狭いので
お茶・ご飯．②故人の好物（故人がよく食べていたものを選んで，食事な
どもらったら一式供える）自分は朝パン食だが，お供えのために，毎朝一
合米を炊く。昼に食べたら残りは冷凍にしておく
習慣的（儀礼的）⑨（親がそうしていたから，そうするものだと思ってい
るから）その他③（遠くにでかけるときは，「行ってくるでな」と「頼んで
な－」と言っていく）墓に3日以上行かないときは「ごめんな－」と言って
する ０
いる。⑪同級生で夫は船頭で，親のためでもあるが料理一式供えている。
料理が上手でよく供えている。特によい料理ができたときには豪華に供え
ている。私にも取りに来いというので，行ってみると供えてある。
蔭膳は午前中するものだから，外に働きに行く人には無理だ。
勤め人は茶（大変なので水だけは供える)。①水だけでも許してもらえるか
も。やはり先祖の教えが大きいかも。
お茶やご飯だけで済ませている。だから，⑧もらいものは必ず供えてから
しか食べない。②⑧水やお茶を供えるだけではかわいそうだから，自分も
食べないのなら，それでもいいが。
船頭の夫が死んだのでやっている。定期的に不定期にもやっている。
毎日朝（ご飯とお茶)，不定期（ご飯，味噌汁，なますなど）
故人と祖先（母，義父母，夫，その他［めいこ]）
仏壇の中にもそばにも（仏壇の前にも床の間にも）
お茶・ご飯．②故人の好物・簡単な形での食事一式・菓子類
①習慣的，⑨わけはわからず親がしていたので，先祖からの習慣で
戦争に行っている人のことを生きて帰るように願ってするもので，弟や兄
が海軍に行っていた間，していたので，よいと思うが，枕崎にはアメリカ
の潜水艦がきていて，船出したもののたくさんの死人が浮いていた。忘れ
られない。
やったことがある。特に戦争に行っていた弟のため。戦争は国や男たちだ
けのものではなかった。大変だった。「あたいたつが戦争だったな」弟はマ
ラリヤで戻ってきた。高熱にうなされ死ぬかと思った。アメンボ8匹煮て食
べさせたら，ケロリと治ったのが夢のようだ。⑧兵隊では食物が十分でな
いので，そこに食物を供えて食べさせる意味がある。③歌をうたって供え
た。⑧配給では何もない時代だったが一心で供えた。４つぐん（４つ組み）
のそよ（ごちそう）はもうしていない。
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5．
女‘性
77歳
Ｓさん
夫は漁
勝長
6．
女性
68歳
Ｏさん
お供えは定期的か
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
民俗学の陰膳の定義を示し
た上で，蔭膳について知っ
ている事はあるか，ないか
自分は蔭膳をやったことが
あるか否か，また現在も
やっているか。
故人や先祖へのお供え行為
を不合理と考える人もいる
が．自分自身の考えは
お供えは定期的か，不定期
力、
お供えの対象
お供えの場所
お供えの中身
お供えをする意味
親類・友人でお供えや蔭膳
をしている人を知っている
か。いるとしたらどんな風
にしているか
民俗学の陰膳の定義を示し
た上で．蔭膳について知っ
ている事はあるかないか
自分は蔭膳をやったことが
あるか否か，また現在も
やっているか
故人や先祖へのお供え行為
を不合理と考える人もいる
が．自分自身の考えは
ジェンダーを潜めた習俗「難参り」「お供え」「蔭膳」：鹿児烏ﾘI↓枕崎市を中心に
定期的（毎日）刺起きた時，夕食前の２回ｏ定期にも不定期にも
花・ごはん・もらいものを簸初にあげて．花水変えは朝夕
故人（夫）
仏峨の中にそばにも置く。床の間には写真を股きお茶や果物を桜〈
お茶，ご飯，①簡単な形の食事一式，②珍しいものは供えてから食す。
習佃的なもの
⑪大みそか，正月など夫が漁に出ていて戻って来ない時は，食事一式を供
えていた。違和感はないが，昔からあり当然と思う。お茶やご飯をあげな
がら③「きょうは元気だよ」「海の中も良かかも」「今日は娘が通信簿もて
きて良か成緬だったよ」「魚とりに行くような日よりだな」「おはよう」に
んばんは」と写真に語りかける（今は墓でも語りかける）
⑪やったことがある。大みそか，正月など夫が漁で不在で，大きな行事の
日にはやっていた ○
①習慣になっているのでほとんどのものはお供えしてからしか食べない。
⑤死者と同じにする。③生きてそこにいるような感じで語りかけ，⑤(⑦食
くさせる。お供えは，死者も共に行動する生活すると思うこと。
①定期的に毎日（朝・昼・晩の三回)。毎日ではないが果物や菓子
故人（父母，夫）と先祖
仏嫡の中にも外にも
お茶．ご飯，②故人の好物，お菓子，⑤家族と同様な食事，②その他（頂
き物は必ずそえなければ口にしない)，命日には赤飯
⑩お祈りに近い形（守ってほしいという依頼の心)，その他（感謝，朝一日
無事にすごせますように，夜には一日無事でしたありがとうの意味，寝る
前は明日も無事でありますように）
いる。（これは「蔭膳」になるが,）食卓に写真を置き，その前に果物．菓
子を添え，花も飾り，朝・昼・晩にお茶をとりかえ，その子の誕生日とか
年中行事のときに作って供える。②⑤帰省した時に使う茶碗，皿によそっ
て並べる。特に好物
蔭膳とは生きている者に対し、かげで供えることだと思っている。無事を
祈りながら毎日供える。③「おはよう」「元気で起きた」「お雌さんはご飯
だけど何しているの？」と声をかける。（蔭膳だけでなく）墓にも仏壇にも
声をかける。
現在もやっている
'②仏壇の中の人には生前の好物を，蔭膳には本人の好物を。⑨親は息子に
蔭膳していたので，何も考えず見よう見まねでしている。夫のお供えは仏
輔，息子の蔭膳は食卓にそれぞれ供える。⑪夫が船に行っている時，食卓
の写真に蔭膳をして語りかけると息子は写真のうしろにまわって返事をし
たりしていた。息子は今36歳，⑨素直ないい子に育ってくれている。そう
いうものを見て育ったからかな。どういう意味があってしているのかわか
らないが，母は兄たちが就職した時も必ずしていたので当然と思う。
むつかすぐわすは（＝難しくは）考えないが，亡くなってはいるのは事実
なのだが，⑦亡くなっているとは思わず，生きているときのことを思って
お供えする。下げる時は③「もろっ食ど」といいながら。何をするにも声
をかけながらする。
－５３－
